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巻頭言 

 

グリーンインフラのすすめ 
 

シビル NPO 連携プラットフォーム  

副代表理事 花村 義久 

皆さんすでにご承知ように、我々は今社会資

本の老朽化や高齢化・人口減少、気候変動によ

る自然災害激甚化など、様々な社会的な課題を

抱えています。最近これを乗り切るのに、社会

資本整備や土地利用において、自然環境が有す

る多様な機能を活用しようと云う考えが生ま

れています。この考えは自然との共生をベース

にしたもので、グリーンインフラ（GI）として、

従来の社会資本の枠を超えて自然資本を活用

することによって、行き詰っている現在のイン

フラ問題を克服しようとするものです。 

今までの緑地・緑化は、環境の保全や生活の

安定、地域の活性化などの意味から取り組まれ

ており、都市における公園、緑地・農地等のオ

ープンスペースは多面的な機能を発揮すると

ともに、防災機能や景観形成、生活の憩いの場

などを提供しています。国では、これをさらに

充実させるべく、「集約型都市構造化」と「都

市と緑・農の共生」という考えでもって、平成

２９年、都市緑地法、都市公園法、生産緑地法

などの改正を行いました。 

みどりによる社会基盤、グリーンインフラGI

は、みどりすなわち生態系等自然環境の多機能

を活用するという考えですが、上に述べた従来

の緑地に対する考え方をよりダイナミックに

とらえ、持続可能な社会、経済発展をもたらす

インフラや土地利用計画を進めようとするも

のです。地球の温暖化砂漠化問題・エネルギ再

生への取り組み、河川・ダム・都市環境に対す

る森の保全・樹木植生等都市緑化、インフラの

老朽化対策や防災への備え、人口減少社会での

新たな土地利用、投資・人材・オフィスなど活

力ある都市空間の形成、そして景観・教育・健

康・コミュニ

ティ・安らぎ

の場等文化・

生活空間の創

出など、幅広

い分野がその

対象になりま

す。 

GI は、地方

自治体での実

現に期待され

ています。私

が住む船橋市

では、現在緑

化問題を「船橋市緑の基本計画」という形で進

めています。この計画書では、緑の機能として、

健康維持・安らぎの場、防災、景観形成、生物

多様性の保全、都市環境の保全を柱としていま

す。これらは要素的にみるとかなり GI と重な

っています。個人的なことになりますが、私も

市の緑化推進委員会の委員であることから、ま

た今までNPOとして校庭の芝生化や中国での

砂漠の植樹など緑化問題に微力ながら関わっ

たものとして、地域での GI の推進が図られた

らと考えるものです。 

現在国土交通省では、国土形成計画に GI を

取り込み、またグリーンインフラ懇談会の設置

やポータルサイトの開設を行い、２０１９年に

はグリーンインフラ推進戦略を発表しました。

このテーマはいろいろな分野が関わりあうこ

とから、それぞれの関係組織、関係者が連携し

て GI の推進が図られることを願うものです。 

  

「船橋市緑の基本計画」より 
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